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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-1:200

Calculated MW:64kD;Observed MW:64kD

PRKAA1

PRKAAT;AMPK1;5'-AMP-activated protein kinase catalytic subunit alpha-1;,AMPK subunit
alpha-1;Acetyl-CoA kinase;ACACA
reductase kinase;HMGCR kinase;Tau-protein kinase PRKAA1
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carboxylase kinase;Hydroxymethylglutaryl-CoA
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ser/thrタンパク質キナーゼファミリーに属し、5'-プライムAMP活性化タンパク質キナーゼ（AMPK）の触媒サブユニットである。AMPKは、すべての真核細胞に保存されている細胞エネルギーセンサーである。AMPKのキナーゼ活性は、細胞内のAMP/ATP比を上昇させる刺激によって活性化される。AMPKはリン酸化を介して、いくつかの主要な代謝酵素の活性を制御する。AMPKは、ATPを消費する生合成経路を遮断することで、ATP枯渇を引き起こすストレスから細胞を保護する。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	AMPK α1ウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。1. AMPK α1ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. EDTA pH 9.0を使用して抗体を活性化（>98℃、20分）。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

